
（別紙４）

～ 令和8年　2月　6日

（対象者数） 2名 （回答者数） 2名

～ 令和8年　2月　6日

（対象者数） 7名 （回答者数） 7名

～ 令和8年　2月　6日

（対象数） 2 （回答数） 2

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

スタッフが外部の研修などにも積極的に参加し、新し

い知識や技術をスタッフ全体でしっかりと共有してい

く。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

園の先生方と相談し、現場で「これならやってみよ

う」と思えるような無理のない環境作りや声かけの工

夫を提案できるよう努めていく。

2

3

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年　3月　17日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○事業所名 ことばとこころの支援室　にしまち

○保護者評価実施期間

○保護者評価有効回答数

令和8年　1月　6日

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 令和8年　1月　6日

令和8年　1月　6日

○従業者評価有効回答数

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

園の先生方から、「個別の関わりとしては良いけれど、

クラスみんなで過ごす中では実践するのが難しいことも

ある」という意見をいただいた。

園の現場の状況に十分に配慮しきれていなかった。

ＳＴと保育士が訪問している。 それぞれの専門性が組み合わさることで、単独では気づ

きにくい多角的な支援が行える体制である。

事業所における自己評価総括表公表


